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区　　分 令和７年度
一般会計 223億８,6０3万円

特
別
会
計

土 地 取 得 1万円
国 民 健 康 保 険 43億1,244万円
介 護 保 険 4０億4,1０3万円
後期高齢者医療 1０億5０5万円
合　　計 31７億4,45７万円

下水道事業　支出合計 2７億1,399万円
特別会計と下水道事業会計を含めた予算一覧

　

令
和
７
年
度
予
算
は
、
一
般
会

計
が
２
２
３
億
８
６
０
３
万
円
で
、

民
生
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
に
比
べ
て
9
・
８
％
増
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
の
当
初

予
算
規
模
と
し
て
過
去
最
大
で
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
法
人
町

民
税
の
減
収
を
見
込
み
、
町
税
を

対
前
年
度
比
１
億
６
８
０
０
万
円

減
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
税
減

収
の
補
て
ん
や
消
防
自
動
車
購
入
、

脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
な
ど
の
た

め
、
町
債
を
対
前
年
度
比
15
億
７

１
０
０
万
円
増
と
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
は
被
保
険
者
数
の
減

少
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
３
・

２
％
減
、
介
護
保
険
特
別
会
計
は

　

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
を
３
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
の
９
日
間
の

会
期
で
開
催
し
、
新
年
度
予
算
を
含
む
町
提
出
議
案
22
件
と
議
員
提
出

議
案
１
件
の
審
議
、
一
般
質
問
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
新
年
度
予
算
に
関
連
す
る
議
案
は
、
予
算
特
別
委
員
会

（
橋
井
肇
委
員
長
、三
宅
健
治
副
委
員
長
）
を
設
置
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

ま
た
審
議
の
結
果
、
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
全
て
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
予
算
案
を
可
決

�

―�

３
月
定
例
会�

―

一般会計予算の内訳

223億
8,603万円

223億
8,603万円

県支出金
18億5,564万円

8.3%

民生費
94億5,961万円

42.3%

町税
81億2,387万円

36.3%

町債
31億6,212万円

14.1%

地方交付税等
31億1,784万円
13.9%

土木費
18億1,428万円

8.1%

総務費
22億8,351万円

10.2%

教育費
24億9,312万円
11.1% 公債費（借入金の返済）

31億8,091万円
14.2%

依存財源
124億4,262万円

55.6%

事
業
の
一
般
会
計
移
行
に
よ
り
、

対
前
年
度
比
１
・
１
％
減
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
高
齢
者

人
口
の
増
加
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
４
・
３
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

自主財源…町が自らの権限に基づいて自主的に調達する財源　依存財源…国や県の決定に依存する財源
※１万円未満を四捨五入しているため、合計と内訳の計は必ずしも一致しません。

当初予算としては  過去最大規模に当初予算としては  過去最大規模に



3 2025.5.1　府中町議会だより　　

◆総合計画推進事業� 3,361万円
令和８年度から令和17年度までのまちづくりの
基本計画「第５次総合計画」を策定。

◆被爆80周年事業� 132万円

◆重層的支援体制整備事業� 2,831万円
障害・生活困窮・子ども・高齢といった分野に
関わらず包括的な支援を実施。

◆子ども医療給付事業� 2億748万円
中学生以下の医療費助成について、令和７年４
月から所得制限を撤廃。

◆高齢者いきいき活動ポイント事業� 5,181万円
◆学校施設の改修� 3億3,376万円
緑ヶ丘中学校へのエレベーター設置工事の設計
や、北小学校の屋根・外壁改修などを実施。

◆放課後児童クラブ運営事業� １億4,004万円
指導員を増員し、受け入れ体制を確保。

◆府中南公民館改築事業� 5,210万円
府中南公民館建て替え工事の基本設計を実施。

◆消防自動車等購入事業� 2億8,259万円
30ｍ級のはしご自動車を更新。

◆低炭素型社会づくり推進事業� 9,867万円
宅配ボックスの設置補助や電動の公用車導入、
くすのきプラザ照明・街路灯LED化などを実施。

◆町内会活動応援事業� 180万円
町内会の加入促進・活性化のため、補助金を創設。

◆コミュニティバス運行事業� 4,759万円

◆都市計画調査事業� 4,766万円
官民連携による都市公園の利用促進などを検討。

◆狭あい道路整備事業� 1,958万円
事業対象区域の拡大などを検討。

◆向洋駅周辺土地区画整理事業� 2億4,140万円
◆ＪＲ高架化事業地元負担金� 2億5,347万円

令和７年度の主な事業令和７年度の主な事業

予算審査における議会からの主な意見・要望
高齢者いきいき活動ポイント事業について、
対象活動の拡大などを行い、参加者が増加
していることについては評価できる。引き
続き、効果的な事業となるよう、制度拡充
を含めて検討してほしい。

コミュニティバス・デマンドタクシーの運
行にあたっては、ルート見直しや新たな料
金体系の導入など、町民からの様々な意見
を取り入れながら社会情勢や交通事情の変
化に対応してほしい。

都市公園PFI導入可能性調査など、調査・
検討を行う業務は、費用や業務の必要性に
ついて町民理解が得られるよう、検討の経
過を適宜公表するなどのきめ細やかな対応
をお願いしたい。

放課後児童クラブ運営事業については、必要
とする子どもたちが利用できるとともに、快
適に過ごせる環境整備に向けて、民間活用な
どを含めた様々な手法を検討しつつ、引き続
き取り組んでほしい。

府中南公民館改築事業は、町民関心度が高い
事業である。今後進める設計においては、財
政的な負担に考慮しつつも、生涯学習の拠点
として、活動しやすく質の高い施設となるよ
う整備を進めてほしい。

町内会活動応援事業については、まずは目的
に沿った活用となるよう、町内会ニーズを踏
まえた制度設計を進めるとともに、十分な周
知に努めてほしい。また、必要とする町内会
には伴走型で支援するなどの対応をしてほし
い。

当初予算としては  過去最大規模に当初予算としては  過去最大規模に
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町長提出議案

令和６年度府中町一般会計補正予算（第８号）

令和６年度府中町下水道事業会計補正予算（第２号）

令和７年度府中町一般会計予算

令和７年度府中町土地取得特別会計予算

令和７年度府中町介護保険特別会計予算

令和７年度府中町後期高齢者医療特別会計予算

府中町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
改正について

府中町職員の給与に関する条例の一部改正について

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整理に関する条例の制定について

府中町減債基金の設置、管理及び処分に関する条例
の制定について

町長提出議案

府中町特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例及び府中
町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について

府中町犯罪被害者等支援条例の制定について

府中町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給
に関する条例の一部改正について

令和６年度府中町一般会計補正予算（第９号）

人権擁護委員の候補者の推薦について

副町長選任の同意について

議員提出議案

府中町議会の個人情報の保護に関する条例の一
部改正について

♦全会一致で可決した議案

♦賛否の分かれた議案

議案名
議員の賛否と採決結果� ※〇：賛成、×：反対、議長は採決に加わりません。

結
果力

山
橋
井
安
部
森
本
松
本
梶
川
木
田
三
宅
川
上
西
山
坂
田
山
口
齋
藤
宮
本
田
中
二
見
狩
野
金
澤

令和７年度府中町国民健康
保険特別会計予算

議
長〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可

決

令和７年度府中町
下水道事業会計予算

議
長〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可

決

府中町手数料条例の
一部改正について

議
長〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可

決

府中町国民健康保険税条例
の一部改正について

議
長〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可

決

府中町工場立地法地域準則
条例の制定について

議
長〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 可

決

府中町下水道条例の
一部改正について

議
長〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可

決

３月定例会 採決結果



町政のここが聞きたい町政のここが聞きたい
町行政全般に対し、15人の議員が15件の一般質問を提出し、
町執行部の所信をただしました。
※一般質問とは？：定例会の本会議で、議員が町長などに対し、事務の執行状況や
　将来に対する方針などについて質問し、報告や説明を求めることをいいます。
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一般質問

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
令
和
６
年
６
月
に
改
定

さ
れ
た
「
府
中
町
地
域
防

災
計
画
」
に
お
け
る
、
仮

設
ト
イ
レ
の
備
蓄
状
況
と

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
被

災
時
の
必
要
数
、
携
帯
ト

イ
レ
の
備
蓄
状
況
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
仮
設
ト
イ
レ
と
し
て
、

50
基
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
場
合
は

被
災
当
初
で
72
基
、
長
期

化
す
る
と
１
８
０
基
必
要

で
す
。
携
帯
ト
イ
レ
は
、

２
万
６
０
０
０
回
分
を
備

蓄
し
て
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 
問
ト
イ
レ
が
流
れ
な
い
こ

と
に
よ
る
ト
イ
レ
パ
ニ
ッ

ク
や
、
健
康
被
害
、
災
害

関
連
死
を
防
止
す
る
こ
と

は
重
要
で
す
。

　
洋
式
ト
イ
レ
で
あ
れ
ば
、

携
帯
ト
イ
レ
を
使
用
で
き

官
民
一
体
で
備
蓄
強
化
を
図
る

答
地
震
被
災
時
の
ト
イ
レ
環
境
は

問

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

各
家
庭
で
の
備
蓄
に
対
す

る
町
の
考
え
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
町
で
は
避
難
者
が
最
大

と
な
る
場
合
を
想
定
し
て

備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、
家

庭
備
蓄
も
重
要
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
出
前
講

座
を
実
施
し
、
実
物
を
使

っ
て
周
知
し
て
い
ま
す
。

ま
す
が
、
町
内
公
園
の
ト

イ
レ
は
多
目
的
ト
イ
レ
を

除
い
て
和
式
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
防
災
の
観
点
か
ら
、

洋
式
化
を
進
め
る
考
え
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
公
園
ト
イ
レ
は
、
今
後

の
改
修
に
合
わ
せ
て
洋
式

化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
町
民
全
員
の
携
帯
ト
イ

レ
を
町
が
備
蓄
す
る
こ
と

P５ 二見　伸吾  議員
府中町地域防災計画について

P６ 宮本　彰  議員
府中町の財政状況について

森本　将文  議員
第５次総合計画におけるまちづくりの
方向性は

P７ 梶川　三樹夫  議員
「災害対策及び地域防災力の強化」に
向けた取り組み

川上　翔一郎  議員
府中町の芸術発展にむけた取り組みに
ついて

P８ 齋藤　昇  議員
町内小学校における「置き勉」、携行品に
係る配慮について

安部　智恵美  議員
学校給食費の無償化について

橋井　肇  議員
認知症の人に寄り添った地域社会の構築に
ついて

狩野　雄二  議員
福祉タクシー乗車券について

P９

金澤　映理子  議員
小児慢性特定疾病に伴う県外受診者への
交通費助成について

三宅　健治  議員
健康寿命延伸の取り組みについて

P10

田中  伸武  議員
高齢者・障害者のデイサービス事業について

西山　優  議員
発達障害への相談体制と支援は

P11

松本　真明  議員
府中南公民館前交差点周辺の交通安全施設
について

木田  圭司  議員
生活利便性向上のための狭あい道路対策の
推進について

P12

二
ふた

見
み

  伸
しん

吾
ご

 議員

災害時の安心のために
家庭備蓄が重要な携帯トイレ



財源確保策のひとつ、ふるさと納税
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– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
70
～
80
％
台
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
る
経
常
収

支
比
率
で
す
が
、
当
町
は

96
％
で
し
た
（
令
和
５
年

度
）。
改
善
に
向
け
た
対

策
と
今
後
の
見
通
し
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
特
に
大
き
な
問
題
は
な

く
財
政
運
営
は
健
全
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
町
は
、

従
来
か
ら
街
路
、
公
園
、

率
が
高
く
な
る
要
因
で
す
。

　
今
後
の
見
通
し
で
す
が
、

都
市
基
盤
整
備
に
よ
る
公

債
費
の
伸
び
や
少
子
高
齢

化
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況

が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

経
費
削
減
や
収
入
増
に
努

め
、
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 
問
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
っ

て
歳
入
を
増
や
す
方
法
が

あ
り
ま
す
が
、
何
か
検
討

し
て
い
ま
す
か
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
※
を

実
施
し
ま
す
。
令
和
７
年

度
は
動
物
愛
護
に
関
す
る

事
業
を
登
録
し
、
そ
の
効

果
を
検
証
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
、
学
校
施
設

等
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
祉
事
務
所
の

設
置
や
全
て
の
小
中
学
校

に
お
け
る
自
校
調
理
方
式

で
の
学
校
給
食
の
実
施
、

教
育
支
援
員
の
配
置
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

独
自
配
置
な
ど
、
住
民
に

寄
り
添
っ
た
行
政
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
が
、
経
常
収
支
比

※
集
ま
っ
た
寄
附
金
を
何
に
活
用

す
る
の
か
使
い
道
を
明
確
に

し
、
使
い
道
に
共
感
し
、
活

動
を
応
援
し
た
い
と
思
う
方

か
ら
寄
附
を
募
る
し
く
み
。

答
健
全
な
財
政
運
営
だ
と
考
え
る

府
中
町
の
財
政
状
況
は

問

次
期
総
合
計
画
と
と
も
に
検
討

答
町
南
部
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は

問

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
令
和
８
年
度
か
ら
の
第

５
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、

町
南
部
で
は
、
府
中
南
公

民
館
の
改
築
を
は
じ
め
、

周
辺
地
区
一
帯
の
ま
ち
づ

く
り
が
大
き
く
進
む
予
定

で
す
。

　
中
で
も
高
架
下
な
ど
の

公
共
空
間
に
つ
い
て
は
、

賑
わ
い
の
創
出
、
防
災
、

減
災
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
な
ど
幅
広
い
視
点
で
、

「
利
活
用
の
テ
ー
マ
」
と

「
そ
れ
を
ど
こ
の
エ
リ
ア

で
実
現
し
た
い
の
か
」
を

早
期
に
定
め
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
町
南
部
の
ま
ち
づ
く
り

を
、
ど
の
よ
う
な
流
れ
で

進
め
て
い
く
考
え
で
し
ょ

う
か
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – –
 

答
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
第
５
次
総
合
計
画
を

策
定
す
る
中
で
検
討
を
し

て
い
き
ま
す
。

　
高
架
下
な
ど
の
公
共
空

間
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

は
、
鉄
道
事
業
者
な
ど
と

の
調
整
が
発
生
す
る
た
め
、

町
と
し
て
行
政
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必

須
と
な
り
ま
す
。

　
検
討
に
は
、
部
署
横
断

的
な
調
整
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
第
５
次
総
合

計
画
策
定
体
制
と
し
て
、

計
画
の
基
本
目
標
ご
と
に

立
ち
上
げ
る
専
門
部
会
の

中
で
今
後
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
町
南
部
の
ま
ち

づ
く
り
に
特
化
し
た
専
門

部
会
を
別
に
立
ち
上
げ
、

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

宮
みやもと

本　彰
あきら

  議員

森
もりもと

本　将
まさふみ

文 議員

鉄道高架化により生じる高架下の有効活用を
（写真はイメージ）
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一般質問

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
近
年
、
大
規
模
地
震
へ

の
警
戒
が
高
ま
り
、
地
震

以
外
の
自
然
災
害
の
心
配

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
９
月
議
会
で

質
問
し
た
災
害
対
策
お
よ

び
地
域
防
災
力
の
強
化
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の
取
り

組
み
と
し
て
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
状
況
と
利

用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ホ
で
簡
単
に
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
年
間
の
ア
ク

セ
ス
数
は
約
２
万
件
で
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の

現
状
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
資
格
試
験
受
験
料
の
補

助
な
ど
、
引
き
続
き
防
災

士
の
資
格
取
得
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
士

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
防
災
備
蓄
倉
庫
の
整
備

と
備
蓄
の
状
況
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
分
散
型
備
蓄
倉
庫
を
小

中
学
校
な
ど
11
か
所
に
整

備
し
ま
し
た
。
備
蓄
品
も
、

令
和
７
年
度
に
目
標
達
成

す
る
見
込
み
で
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
町
民
向
け
講
習
会
等
の

進し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
令
和
６
年
度
は
、
防
災

出
前
講
座
を
37
回
開
催
し

ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

町
民
・
地
域
と
の
関
係
を

深
め
、
地
域
防
災
力
の
強

化
に
努
め
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
芸
術
は
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
、
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
芸
術
作
品
を
見
る

こ
と
で
、
子
ど
も
は
色
や

形
、
音
や
質
感
を
感
じ
取

り
、
感
受
性
が
向
上
し
周

囲
の
世
界
へ
の
理
解
が
深

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
芸
術

作
品
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
機
会

が
増
え
ま
す
。

　
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
な
か
で
、
今
後
、
芸
術

を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

に
、
町
が
考
え
て
い
る
こ

と
を
伺
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 
答
町
で
の
芸
術
に
関
す
る

取
り
組
み
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
ま
ず
、
公
民
館
で

多
く
の
団
体
が
自
主
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
活
動
の
成
果
を
、

毎
年
「
公
民
館
ま
つ
り
」

事
業
や
郷
土
芸
能
へ
の
補

助
金
交
付
、
小
学
校
で
の

芸
術
鑑
賞
事
業
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
町
は
、
第
４
次
総
合
計

画
に
「
芸
術
・
文
化
の
普

及
・
振
興
」
を
掲
げ
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
次
期
総
合
計
画
に

お
い
て
も
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

で
展
示
・
発
表
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
芸
術
発
展
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
あ
き
ふ
ち
ゅ

う
文
化
協
会
」
は
、
舞
台

発
表
会
や
文
芸
祭
を
毎
年

開
催
し
、
自
主
活
動
の
成

果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

町
は
そ
の
活
動
に
対
し
て

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
文
化
振
興

そ
の
他
の
質
問

下
岡
田
遺
跡
の

保
存
活
用
計
画

に
つ
い
て

発
表
機
会
を
提
供
し
活
動
支
援

答
芸
術
発
展
へ
の
取
り
組
み
は

問
川
かわかみ

上  翔
しょういちろう

一郎 議員

答
町
民
・
地
域
と
関
係
を
深
め
る

防
災
力
強
化
の
取
り
組
み
は

問
梶
かじかわ

川　三
み き お

樹夫 議員

自主的な活動の成果を披露し、地域に還元

学校や地域で進める「防災出前講座」
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– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
置
き
勉
と
は
、
家
庭
学

習
で
使
用
す
る
予
定
の
な

い
教
材
等
を
学
校
に
置
い

て
お
く
こ
と
で
、
通
学
時

の
子
ど
も
た
ち
の
負
担
や

危
険
が
減
り
、
忘
れ
物
を

減
ら
せ
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
町
内
小
学
校
で
の
置
き

勉
へ
の
対
応
状
況
と
、
学

た
め
、
す
べ
て
の
学
校
・

学
年
で
持
ち
帰
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
の
保
管
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
場
合
、
ラ

ン
ド
セ
ル
を
置
い
て
お
く

ロ
ッ
カ
ー
を
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
ロ
ッ
カ
ー
に
は
鍵
が
付

い
て
い
な
い
た
め
、
放
課

後
に
児
童
が
忘
れ
物
な
ど

で
教
室
に
行
く
場
合
は
、

担
任
が
同
行
す
る
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち
帰

り
状
況
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
低
学
年
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
重
さ
な
ど
も
考
慮
し
、

持
ち
帰
り
を
さ
せ
な
い
か
、

多
く
て
も
月
１
回
程
度
と

し
て
い
ま
す
。
高
学
年
は
、

週
１
回
程
度
持
ち
帰
り
、

ド
リ
ル
学
習
や
調
べ
学
習

な
ど
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
給
食
費
の
無
償
化
は
、

国
会
で
も
論
点
と
な
っ
て

お
り
、
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
９

月
時
点
で
全
国
の
約
３
割

の
自
治
体
が
、
小
中
学
生

の
全
員
を
対
象
に
学
校
給

食
費
の
無
償
化
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
２
子
や
第
３

子
か
ら
無
償
と
し
た
り
、

一
部
の
学
年
に
限
定
し
た

り
し
て
実
施
し
て
い
る
事

例
も
あ
り
ま
す
。
完
全
無

償
化
が
難
し
け
れ
ば
、
段

階
的
に
無
償
化
す
る
と
い

う
手
段
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
町
の
見
解
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
当
町
に
お
い
て
も
、
昨

今
の
物
価
高
騰
に
対
応
す

る
た
め
、
食
材
費
の
一
部

補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す

実
技
教
科
等
は
学
校
で
保
管

答
置
き
勉
へ
の
対
応
は

問
齋
さいとう

藤　 昇
のぼる

 議員

校
で
保
管
す
る
場
合
の
方

法
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 
答
各
学
校
や
学
年
に
よ
り

取
り
決
め
が
異
な
り
ま
す

が
、
実
技
教
科
の
教
科
書

や
リ
コ
ー
ダ
ー
、
習
字
道

具
な
ど
は
、
基
本
的
に
学

校
に
置
い
た
ま
ま
に
し
て

い
ま
す
。
国
語
と
算
数
に

つ
い
て
は
、
宿
題
も
あ
る

が
、
現
時
点
で
一
般
財
源

で
の
完
全
無
償
化
を
行
う

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
段
階
的
な
無
償
化
も

予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
無
償
化
の
必

要
が
な
い
と
考
え
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
給
食
費

無
償
化
は
国
で
進
め
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
か
ら
で

す
。
報
道
に
よ
る
と
、
国

は
令
和
８
年
度
に
小
学
校

の
給
食
費
無
償
化
を
実
現

し
、
そ
の
後
中
学
校
へ
の

拡
大
に
つ
い
て
も
実
現
し

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
学
校
給

食
費
の
無
償
化
が
、
地
域

間
格
差
の
な
い
全
国
一
律

の
制
度
と
な
る
よ
う
、
国

や
県
へ
具
体
的
な
要
望
を

行
う
な
ど
、
働
き
か
け
を

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

国
・
県
へ
の
要
望
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

答
全
国
一
律
の
制
度
化
を
要
望

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は

問
安
あ べ

部  智
ち え み

恵美 議員

通学時の負担や危険を減らす配慮が重要

すべての子どもが安心して食べられるしくみへ
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ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
が
チ
ー
ム
を
組
み
、

生
活
支
援
に
つ
な
げ
る

「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
の

体
制
づ
く
り
も
進
め
て
い

ま
す
。

　
認
知
症
の
人
が
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
認
知
症
に
関
す
る

周
知
啓
発
と
予
防
事
業
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、

認
知
症
の
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
令
和
６
年
に
「
共

生
社
会
の
実
現
を
推
進
す

る
た
め
の
認
知
症
基
本

法
」
が
施
行
さ
れ
、
認
知

症
の
人
や
家
族
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
た
様
々
な
取
り
組

み
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
は
、
身
近
な
行
政
機

関
と
し
て
、
ま
ず
は
認
知

症
に
関
す
る
知
識
や
認
知

症
の
人
に
関
す
る
理
解
を

深
め
る
取
り
組
み
を
強
化

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
令
和
７
年
２
月
末
現
在
、

町
内
の
介
護
認
定
者
の
う

ち
、
62
％
の
人
に
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
認
知

機
能
の
低
下
が
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
対
策
の

推
進
は
、
「
第
９
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」
に
お
い

て
も
重
点
施
策
に
位
置
づ

け
て
お
り
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
の

一
例
と
し
て
、
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
」
が
あ

り
ま
す
。
幅
広
い
年
齢
層

の
住
民
や
地
元
企
業
の
従

業
員
な
ど
へ
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
い
、

こ
れ
ま
で
３
８
７
０
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
な
ど
を
実
施

答
認
知
症
理
解
へ
の
取
り
組
み
は

問
橋
はし

井
い

　　肇
はじめ

 議員

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
町
が
障
害
者
支
援
と
し

て
実
施
し
て
い
る
福
祉
タ

ク
シ
ー
乗
車
券
の
交
付
対

象
者
数
と
交
付
実
績
、
利

用
実
績
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
令
和
５
年
度
で
は
、
交

付
対
象
者
８
０
４
人
に
対

し
て
交
付
実
績
は
６
１
１

人
で
す
。
福
祉
タ
ク
シ
ー

乗
車
券
は
１
年
に
48
枚
を

限
度
に
交
付
し
て
お
り
、

交
付
枚
数
に
対
す
る
利
用

率
は
57
％
で
し
た
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
人
工
透
析
を
受
け
る
人

は
、
週
に
３
回
通
院
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
県
内
の
他
市
町
で

は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車

券
を
追
加
交
付
し
て
い
る

事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
町
内
の
人
工
透
析
者
の

人
数
と
、
人
工
透
析
者
に

乗
車
券
を
追
加
交
付
す
る

考
え
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
令
和
６
年
３
月
末
時
点

で
97
人
が
人
工
透
析
治
療

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
制
度
で
は
、
人

工
透
析
の
必
要
が
あ
る
腎

疾
患
の
場
合
、
障
害
等
級

１
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
場

合
の
み
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

乗
車
券
の
交
付
対
象
で
す
。

　
し
か
し
、
人
工
透
析
治

療
を
受
け
る
人
の
通
院
頻

度
も
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ

ま
で
の
制
度
と
は
別
の
助

成
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
適
正
な
医
療
受
診
が
確

保
で
き
る
よ
う
、
財
政
面

の
課
題
も
精
査
し
つ
つ
、

他
自
治
体
の
実
施
状
況
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

助
成
券
の
追
加
交
付
を
検
討

答
人
工
透
析
者
の
タ
ク
シ
ー
助
成
は

問
狩
か の

野　雄
ゆ う じ

二 議員

年間48枚交付されている、福祉タクシー乗車券

幅広い年齢層を対象に進める｢サポーター養成講座｣
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– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
小
児
慢
性
特
定
疾
病
と

は
、
18
歳
未
満
の
児
童
が

か
か
る
、
が
ん
や
慢
性
心

疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
の
慢

性
的
疾
患
で
す
。

　
現
在
、
小
児
慢
性
特
定

疾
病
の
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
自
己
負
担
を
一
部
助

成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
近
隣
市
町
で
は
、
医

療
費
助
成
の
ほ
か
に
県
外

　
童
等
に
対
す
る
医
療
費
助

成
は
、
県
全
体
の
支
援
制

度
と
し
て
広
島
県
が
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
交
通
費
助
成
に

つ
い
て
は
、
県
内
で
は
４

市
町
が
導
入
し
て
お
り
、

小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
治

療
で
県
外
受
診
す
る
場
合

に
、
本
人
と
同
伴
者
が
通

院
す
る
た
め
の
交
通
費
を

一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
適
切
な

医
療
を
受
け
る
た
め
に
県

外
受
診
が
必
要
な
場
合
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
お

り
、
今
後
、
診
察
科
の
細

分
化
や
医
師
の
専
門
化
が

進
む
こ
と
で
、
県
外
受
診

の
機
会
が
増
え
、
交
通
費

助
成
の
必
要
性
が
高
ま
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
他
自
治
体
の
状

況
を
参
考
に
、
対
象
者
に

寄
り
添
う
支
援
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

医
療
機
関
で
専
門
的
治
療

や
検
査
を
受
け
る
場
合
に

交
通
費
を
助
成
し
て
い
る

例
が
あ
り
ま
す
。

　
最
善
の
治
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
本
人
と
家
族

の
負
担
を
少
し
で
も
減
ら

す
支
援
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
交
通
費
助
成
に
対

す
る
見
解
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
高
齢
者
が
健
康
で
活
動

的
な
生
活
を
送
る
こ
と
は
、

個
人
の
満
足
感
や
幸
福
感

を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
の
社
会
貢
献
に
よ

る
社
会
全
体
の
活
力
維
持

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
町
に
お
け
る
健
康
寿
命

の
現
状
と
評
価
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
国
や
県
の
平
均
と
比
較

 

答
こ
れ
ま
で
個
別
計
画
で

あ
っ
た
健
康
増
進
計
画
、

食
育
推
進
計
画
、
自
殺
対

策
行
動
計
画
に
は
、
こ
こ

ろ
の
健
康
な
ど
共
通
項
目

が
多
い
こ
と
か
ら
一
体
化

し
、
健
康
づ
く
り
の
総
合

的
な
指
針
と
な
る
計
画
と

し
て
令
和
６
年
度
に
策
定

し
ま
し
た
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
令
和
７
年
度
の
主
な
取

り
組
み
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
健
康
増
進
事
業
と
し
て
、

民
間
運
動
施
設
を
活
用
し

た
事
業
な
ど
を
継
続
実
施

し
ま
す
。

　
特
に
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
施
設
を
活
用
し
た
成
人

向
け
健
康
増
進
事
業
は
、

参
加
者
の
77
％
が
事
業
終

了
後
も
運
動
を
続
け
て
お

り
、
事
業
効
果
が
大
き
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
て
、
町
の
健
康
寿
命
は

男
性
で
２
年
、
女
性
で
１

年
程
度
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
健
康
増
進
・

食
育
推
進
事
業
や
各
種
健

診
事
業
、
高
齢
者
向
け
介

護
予
防
事
業
の
成
果
だ
と

評
価
し
て
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
「
府
中
町
健
康
づ
く
り

計
画
」
の
策
定
経
緯
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – –

寄
り
添
っ
た
支
援
を
検
討
す
る

答
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
支
援
は

問
金
かなざわ

澤  映
え り こ

理子 議員

民
間
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
を
活
用

答
健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み
は

問
三
み

宅
やけ

　健
けん

治
じ

 議員

専門的な治療を安心して受けられる支援が重要

いきいきと健康な生活を送るための
対策を一体的に進める
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一般質問

運
営
に
あ
た
り
行
政
的
な

知
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

町
の
管
理
職
職
員
１
名
を

出
向
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
福
祉
の

減
退
に
つ
な
が
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
新
た
な
事
業
展
開

を
協
議
し
な
が
ら
、
必
要

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
府
中
町
社
会
福
祉
協
議

会
は
高
齢
者
・
障
害
者
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
か
ら
の

撤
退
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
撤
退
理
由
は
、
指
定
管

理
す
る
町
有
施
設
の
設
備

老
朽
化
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
町
と
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
事
前
調
整
の
状
況

や
設
備
の
更
新
責
任
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
撤
退
理
由
と
な
っ
て
い

る
設
備
に
つ
い
て
は
、
民

間
事
業
用
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
設
備
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
町
で
更
新
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
施
設
の
指
定
管
理
者

で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
、
協
定
に
基
づ
く
設

備
更
新
・
補
修
の
協
議
や

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
町
と
し
て
は
、
指
定
管

理
業
務
の
発
注
者
と
し
て
、

撤
退
を
１
年
先
延
ば
し
て
、

地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
の
整
理
を
し
て
ほ
し

い
と
要
望
し
て
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
地
域
福
祉
の
拠
点
で
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
を
支

え
る
町
の
責
任
と
役
割
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
収
入
が
発
生
し
な
い
事

業
に
必
要
な
経
費
な
ど
に

つ
い
て
は
、
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
発
達
障
害
は
、
親
が
子

ど
も
の
発
達
に
違
和
感
を

覚
え
た
り
、
乳
児
健
診
で

判
明
し
た
り
す
る
こ
と
が

多
く
、
ま
た
大
人
に
な
っ

て
か
ら
診
断
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に

応
じ
た
配
慮
や
支
援
が
重

要
と
考
え
ま
す
。
子
ど
も

の
特
性
や
心
配
ご
と
に
つ

い
て
家
族
が
早
期
に
相
談

で
き
、
ス
ム
ー
ズ
な
支
援

へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

町
と
し
て
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
町
で
は
発
達
に
関
す
る

早
期
支
援
と
し
て
、
１
歳

半
健
診
や
３
歳
児
健
診
時

に
保
健
師
が
発
達
状
況
を

確
認
し
、
心
配
ご
と
を
た

ず
ね
、
保
護
者
の
希
望
や

必
要
に
応
じ
て
、
幼
児
教

室
や
個
別
の
発
達
相
談
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
幼
児
教
室
や
個
別
の
発

達
相
談
は
、
町
内
の
幼
児

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
て
い
ま
す
。
町
の
保

健
師
も
同
席
し
、
幼
児
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に

よ
る
、
発
達
や
特
性
の
確

認
、
療
育
指
導
を
し
、
必

要
な
場
合
に
は
、
外
来
や

通
所
で
の
療
育
を
案
内
し
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
ま

す
。

　
ま
た
、
幼
児
教
室
な
ど

の
利
用
希
望
が
な
か
っ
た

場
合
は
、
数
か
月
後
に
保

健
師
か
ら
電
話
で
発
達
状

況
や
不
安
な
点
に
つ
い
て

確
認
し
て
い
ま
す
。

　
早
め
に
障
害
に
気
づ
き
、

適
切
な
療
育
に
つ
な
ぐ
こ

と
で
社
会
に
適
応
す
る
能

力
が
身
に
つ
く
よ
う
、
今

後
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

適
切
な
療
育
へ
つ
な
ぐ

答
発
達
障
害
へ
の
対
応
は

問
西
にしやま

山　 優
まさる

 議員

新
た
な
福
祉
事
業
展
開
を
協
議

答
社
協
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
撤
退
は

問
田
た

中
なか

　伸
のぶたけ

武 議員

一人ひとりの特性に応じて支援する

府中町社会福祉協議会が指定管理する
マエダハウジング府中町ふれあい福祉センター
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– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
県
道
浜
田
仁
保
線
の
、

府
中
南
公
民
館
か
ら
向
洋

駅
北
口
付
近
ま
で
の
区
間

が
１
月
21
日
に
開
通
し
ま

し
た
。

　
こ
の
区
間
は
将
来
的
に

も
広
島
市
東
部
地
区
連
続

立
体
交
差
事
業
の
完
了
時

に
は
更
な
る
交
通
量
の
増

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
府

中
南
公
民
館
付
近
の
町
道

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
幅
員
が
４
メ
ー
ト
ル
に

満
た
な
い
狭
あ
い
道
路
は
、

災
害
時
の
消
防
活
動
や
救

急
活
動
、
避
難
の
妨
げ
に

な
り
、
そ
の
拡
幅
整
備
は

重
要
な
課
題
で
す
。

　
現
在
、
本
町
三
丁
目
を

モ
デ
ル
地
区
と
し
た
、
狭

あ
い
道
路
整
備
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
他

地
区
で
も
道
路
の
拡
幅
を

望
む
声
が
あ
り
ま
す
。
モ

デ
ル
地
区
指
定
の
背
景
と

事
業
実
績
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
国
が
平
成
15
年
に
公
表

し
た
重
点
密
集
市
街
地
※

に
本
町
三
丁
目
地
区
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

避
難
所
ま
で
の
経
路
を
確

保
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
地

区
と
し
ま
し
た
。
平
成
24

年
か
ら
現
在
ま
で
に
合
計

18
件
を
実
施
し
、
約
４
７

２
メ
ー
ト
ル
の
狭
あ
い
道

路
を
拡
幅
し
ま
し
た
。

　
県
、
広
島
東
警
察
署
と
協

議
し
、
通
行
車
両
に
対
し
、

路
面
標
示
等
に
よ
り
注
意

喚
起
を
行
う
と
と
も
に
、

歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た

め
、
周
辺
の
横
断
歩
道
に

青
い
カ
ラ
ー
舗
装
を
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
県
道
の
開
通

後
は
、
県
と
府
中
町
で
区

画
線
や
路
面
標
示
、
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
卜
を
設
置
す
る

こ
と
と
し
、
町
道
内
に
は

新
た
に
「
交
差
点
注
意
」

の
路
面
標
示
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
要
望
に
応
じ
て
、
県
、

広
島
東
警
察
署
な
ど
と
協

議
の
う
え
表
示
や
看
板
な

ど
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
車
両
お

よ
び
歩
行
者
の
通
行
状
況

を
踏
ま
え
、
信
号
機
の
設

置
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

公
安
委
員
会
に
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

問
現
在
ま
で
の
効
果
と
課

題
は
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
消
防
車
や
救
急
車
な
ど

緊
急
車
両
の
通
行
が
可
能

と
な
り
、
平
成
30
年
の
西

日
本
豪
雨
災
害
の
時
は
、

土
砂
撤
去
な
ど
を
迅
速
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
建
物
の
建
て
替
え
時
の

整
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
町

道
の
路
線
全
体
が
４
メ
ー

ト
ル
と
な
る
に
は
長
い
年

と
の
交
差
点
に
は
信
号
機

が
な
く
、
現
状
の
ま
ま
で

は
接
触
事
故
な
ど
が
起
き

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
信
号
機
の

設
置
予
定
は
な
い
と
の
こ

と
で
す
が
、
府
中
町
が
設

置
で
き
る
路
面
標
示
等
に

つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

– – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – – 

答
町
は
こ
れ
ま
で
に
広
島

月
が
か
か
る
こ
と
が
課
題

で
す
。

　
補
助
街
路
整
備
事
業
や

道
路
新
設
改
良
事
業
も
あ

わ
せ
て
推
進
し
、
安
心
・

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

※ 

地
震
の
時
な
ど
に
大
規
模
火
災

の
可
能
性
が
あ
る
密
集
市
街
地
。

平
成
24
年
に
基
準
が
見
直
さ
れ
、

そ
れ
以
降
の
重
点
密
集
市
街
地

に
府
中
町
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

他
事
業
と
あ
わ
せ
て
推
進

答
狭
あ
い
道
路
の
整
備
は

問
木
き だ

田　圭
け い じ

司 議員

路
面
標
示
な
ど
で
対
応

答
南
公
民
館
付
近
の
安
全
対
策
は

問
松
まつもと

本　真
まさあき

明 議員

今後も交通量に応じた安全対策が求められる
（府中南公民館前交差点）

狭あいな道路解消による
安心、安全なまちづくり
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問答
♦
第
１
回
委
員
会
（
２
月
25
日
開
催
）

◦ 

中
学
校
部
活
動
で
の
生
徒
の
活
躍

状
況
や
、
令
和
７
年
二
十
歳
の
つ

ど
い
の
開
催
結
果
、
町
内
小
中
学

校
の
卒
業
式
と
入
学
式
に
つ
い
て

報
告
。

◦ 

令
和
７
年
４
月
以
降
、
各
小
中
学

校
で
使
用
す
る
名
簿
を
、
男
女
混

合
で
統
一
す
る
こ
と
を
報
告
。

　
各
学
校
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

名
簿
の
状
況
は
。

　
府
中
中
学
校
の
み
男
女
混
合
の

名
簿
で
、
そ
の
他
の
学
校
は
男
女

別
の
名
簿
を
使
用
し
て
い
た
。

♦
行
政
視
察
（
１
月
23
日
・
24
日
）

◦ 

府
中
町
第
５
次
総
合
計
画
策
定
に

向
け
、
先
進
事
例
を
視
察
。

大
阪
府
泉
南
市

「 

第
６
次
泉
南
市

総
合
計
画
に
つ

い
て
」

兵
庫
県
福
崎
町

「 

福
崎
町
第
６
次

総
合
計
画
に
つ

い
て
」

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
３
つ
の
常
任
委
員
会
（
総
務
文
教
・
厚
生
・
建
設
消
防
）

の
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

総
務
文
教
委
員
会

町
内
小
中
学
校
の
生
徒
名
簿
の

取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
報
告

問答
♦
第
１
回
委
員
会
（
２
月
27
日
開
催
）

◦ 

山
越
広
場
土
砂
撤
去
工
事
の
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
報
告
。

　

�　

土
砂
撤
去
を
行
う
理
由
は
。

　

 　
大
規
模
盛
土
の
調
査
に
よ
り
、

対
策
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
。
土

砂
の
撤
去
に
よ
り
地
震
に
よ
る
活

動
崩
落
を
防
止
す
る
。

◦ 

工
事
請
負
変
更
契
約
８
件
の
締
結

に
つ
い
て
報
告
。

♦
行
政
視
察
（
１
月
30
日
・
31
日
）

◦ 

連
続
立
体
交
差
事
業
と
連
携
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
手
法
に
つ
い
て
、

先
進
事
例
を
視
察
。

大
阪
府
泉
大
津
市

「 
連
続
立
体
交
差
と
連
携
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
」

京
都
府
京
都
市

「 

桂
～
洛
西
口
駅

間
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
官
民
連
携

に
よ
る
高
架
下

の
利
活
用
に
つ

い
て
）
」

建
設
消
防
委
員
会

工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
に

つ
い
て
報
告

問答
♦
第
１
回
委
員
会
（
１
月
28
日
開
催
）

◦ 

府
中
町
こ
ど
も
計
画
（
案
）
に
つ

い
て
報
告
。

◦ 
府
中
町
健
康
づ
く
り
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
報
告
。

　

 　
健
康
づ
く
り
計
画
の
期
間
を
12

年
と
し
た
理
由
は
。

　
　
県
の
計
画
に
あ
わ
せ
た
も
の
。

♦
第
２
回
委
員
会
（
２
月
26
日
開
催
）

◦ 

下
水
道
工
事
１
件
の
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
報
告
。

◦ 

下
水
道
工
事
１
件
の
工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
報
告
。

♦
行
政
視
察
（
１
月
14
日
・
15
日
）

◦ 

高
齢
者
が
健
康
に
暮
ら
す
た
め
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
先
進

事
例
を
視
察
。

愛
知
県
大
府
市

「 

高
齢
者
の
外
出

支
援
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」

兵
庫
県
尼
崎
市

「 

尼
崎
ヘ
ル
ス
ア

ッ
プ
戦
略
事
業

に
つ
い
て
」

厚
生
委
員
会

こ
ど
も
計
画
・
健
康
づ
く
り
計

画
案
に
つ
い
て
報
告

議員研修会報告 ～広島県町議会議長会が主催する研修会に参加しました～

◆広島県町議会議員研修会（２月20日）
【講師】

地方議員研究会　統括コンサルタント 川本　達志　氏

【講演内容】
・ 一般質問を通じて政策実現をしていくた

めに、押さえるべ
きポイントや、質
問するために必要
な情報の収集方法
などを解説。

◆町議会広報紙クリニック（１月22日）
【講師】
時事通信社解説委員　小林　伸年　氏
　　　　　　写真家　大藤　哲己　氏

【講演内容】　
・ 各町議会が発行した広報紙の添削と、紙

面作成時の注意点などを解説。
・ 各町議会の広報紙の表紙写真について、
　 写真の構図やトリミング（切り出し）方法、

被写体の表情や場面の選び方などを解説。
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毎
日
の
寒
暖
差
や
、
黄
砂
に

悩
ま
さ
れ
る
な
ど
、
何
か
と
体

調
の
管
理
が
難
し
い
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
桜
、
町
の
花

「
椿
」
と
、
た
く
さ
ん
の
花
々

が
春
の
府
中
町
を
彩
り
ま
し
た
。

　

古
く
か
ら
町
内
の
神
社
や
寺

院
の
境
内
に
自
生
し
、
町
民
に

親
し
ま
れ
て
い
た
椿
。

　

花
言
葉
に
は
「
誇
り
」
「
控

え
め
な
優
し
さ
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

入
園
、
入
学
、
入
社
、
あ
る

い
は
転
職
な
ど
で
、
こ
の
春
に

新
生
活
を
始
め
ら
れ
た
皆
さ
ん

が
、
昨
日
と
違
う
自
分
を
発
見
、

感
じ
な
が
ら
、
椿
の
花
の
よ
う

に
凛
と
し
て
、
自
分
ら
し
く
、

明
る
く
元
気
な
毎
日
を
過
ご
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

�

（
安
部　

智
恵
美
）

編
集
後
記

議会の動き

事前申し込みは不要です。
ぜひ、お気軽にお越しください。

議会を傍聴して議会を傍聴して
みませんかみませんか

次の定例会は６月下旬の予定です。

表紙の紹介 　

原
爆
の
碑
は
、
40
年
前
、
核
兵

器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
思
い
を
込

め
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
核
兵
器

禁
止
条
約
や
日
本
被
団
協
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
と
い
う
核
兵
器

廃
絶
へ
向
け
た
前
進
が
あ
る
一
方
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は

戦
争
が
続
い
て
い
ま
す
。
碑
に
込

め
ら
れ
た
二
つ
の
思
い
が
花
開
く
、

被
爆
80
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　

２
月
10
日
に
全
員
協
議
会

を
開
催
し
、
府
中
南
公
民
館

の
建
て
替
え
に
関
す
る
検
討

内
容
や
下
水
道
使
用
料
改
定

に
関
す
る
検
証
結
果
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

府
中
南
公
民
館
の
建
て
替
え

　

複
数
の
候
補
地
を
比
較
検

討
し
た
結
果
、
施
設
効
率
や

利
便
性
が
よ
り
高
い
現
在
地

で
建
て
替
え
を
行
う
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

の
予
定
は
令
和
11
年
度
。

　
　

音
楽
ホ
ー
ル
の
考
え
は
。

　

�　

大
規
模
な
も
の
は
想
定

し
て
お
ら
ず
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
可
能
な
ホ
ー
ル

を
検
討
中
。

下
水
道
使
用
料
の
引
き
上
げ

　

収
入
不
足
が
続
く
下
水
道

使
用
料
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

審
議
会
を
設
置
し
て
検
証
し

た
結
果
、
令
和
8
年
4
月
か

ら
使
用
料
を
平
均
16
％
改
定
。

◆
そ
の
他
の
議
題

◦��

府
中
町
国
民
健
康
保
険
税

の
改
正

◦��

府
中
町
議
会
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

６日　議会運営委員会
７日　議会報特別委員会
10日～18日　３月定例会
11日～17日　予算特別委員会
18日　議会報特別委員会
26日　全員協議会
28日　議会報特別委員会

３月

10日　議会報特別委員会
14日～15日　厚生委員会行政視察
16日　大竹市議会行政視察受入
22日　議会広報紙クリニック
23日～24日　総務文教委員会行政視察
28日　厚生委員会
30日～31日　建設消防委員会行政視察

１月

５日　議会運営委員会
６日　鴻巣市議会行政視察受入
10日　全員協議会
20日　広島県町議会議長会議員研修会
25日　総務文教委員会
26日　厚生委員会
27日　建設消防委員会

２月

全
員
協
議
会
報
告

～
府
中
南
公
民
館
は
現
在
地
で
建
て
替
え
～

問答


